
第３章 豊かな心を育む教育・文化活動の充実 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 
第１節 学校教育の充実と整備 

 

１ 現状と課題 

    
圏域の過疎化、高齢化の進行とともに少子化が進み、嶺北地域の児童・生徒数は、

大きく減少しています。今後、教育水準を維持、向上するためには、厳しい状況が予

想され、適切で効果的な対応が求められています。 
    

＜児童・生徒数の推移＞（町村教育要覧より）               単位：人 

 昭和 58 年 昭和 63 年 平成５年 平成 10 年 平成 15 年 

児童数 1,329 1,195 1,041 826 651

生徒数 750 669 511 497 373

 

２ 施策の基本方針  

   
児童・生徒数が減少するなか、学校の実情に応じた教育環境、教育水準の維持・充

実を図るとともに、すばらしい自然、歴史、文化などの地域の優れた特色を活かした

教育を推進し、個性と創造性豊かな子どもたちの育成を目指します。 
 

３ 主要施策 

 
○ 教育環境の充実 

児童・生徒数が減少するなか、地域や学校の実情に応じた教育環境の整備・充実

に取り組みます。また、地域の実情に適した中高一貫教育の充実を目指します。 

 
○ 外国語教育の推進 

外国語指導助手を確保し、適切に活用することにより、国際化時代に対応した国

際理解や外国語教育を推進します。 

 
○ 高度情報化教育の推進 

高度情報化社会に対応できる学校教育を推進するため、ハードの充実を図ると共

に、倫理を持った利用など、指導方法をも含めたソフト面の充実に重点を置き、ホ

ームページによる情報公開など教育内容の充実を図ります。 

 
 



○ 地域教育の推進 

地域にある豊かな文化や学習環境を積極的に活用し、地域を愛し保全する心の涵

養を進めるなど、各町村教育委員会との連携を図りながら地域の特色ある教育、人

づくりを考える教育の充実や情報公開を推進します。 

 

○ 環境教育の推進 

総合的な学習の時間を活用した森林教育の実習や、省・新エネルギーの学習等を

行い、環境の保全や資源の利活用に関する環境教育を推進します。 
 
○ 子どもの育成の推進 

心豊かで創造性豊かな子どもの育成を目指し、子育て支援など家庭教育の充実や

家庭と地域が連携を図り、子どもの発達段階に応じた教育を推進します。 

 
○ 学校給食の効率化と内容の充実 

学校給食については、児童・生徒数の減少に対応した効率的な運営体制を進め、

安全な地域食材の活用を含めた食育を推進します。 
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          稚アユの放流 



第２節 生涯学習の充実 

 

１ 現状と課題 

 
近年、情報化、国際化など社会情勢の変化とともに、生涯学習に対する多様なニー

ズへの対応が求められています。地域での生涯学習には、地域にある施設を使ったス

ポーツ活動や文化活動だけでなく、「れいほく」の自然環境を活かした生涯学習活動

の推進が求められています。 

 

２ 施策の基本方針 

 
「れいほく」で暮らすことに魅力を感じる地域づくりを目指し、「れいほく」に脈々

と培われてきた伝統と文化、そして美しい森や渓谷に代表される自然など、身近にあ

るすばらしいフィールドを活かし、それぞれのスタイルに合った生涯学習活動の活性

化に向け、各種の事業を積極的に実施します。 

 

３ 主要施策 
 
○ 地域の文化活動、文化交流の支援 

地域の文化・芸術活動や、活動の広域化に伴う文化交流などの活動拠点施設を整

備充実し、その有効活用を図るとともに、町村の文化協会などを中心に、広域的な

文化活動や文化交流への取り組みを支援します。 

 
○ スポーツ活動の支援 

地域スポーツクラブの推進とレクリエーション活動などを支援するため、活動拠

点を整備充実するとともに、拠点施設の有効活用を図ります。 
 
○ 世代間の交流の奨励、支援 

世代間の交流、学習をはじめとする楽しい取り組みを奨励するとともに、その活

動を支援します。 

 
○ 地域を支える人づくりの推進 

ボランティア活動などへの住民意識の高揚を図るため、研修や各種ボランティア

活動の情報収集、提供を行うとともに、活動の場づくりに努め、地域を支える人づ

くりを積極的に推進します。 

 
 



○ 地域の国際化の推進 

国際化社会に対応し、すべての世代が地域で身近に国際交流の機会に接すること

のできる地域づくりを目指し、地元在住の外国人や国際交流員との交流、海外研修

の実施など地域の国際化を推進します。 

 
○ 課外活動の充実 

学校週５日制に伴う週末の児童生徒の活動を活性化させるため、高齢者や福祉機

関等との連携も視野に入れて、学童保育や子ども会等のあり方を検討し、対応策の

整備・充実を図ります。 

 
○ 人権が尊重される社会づくり 

一人ひとりの人権が尊重される社会を目指し、人権意識の普及・高揚と、あらゆ

る差別の解消に向けた人権教育・啓発活動の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           国際交流員との交流                     アドベンチャーキャンプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             高齢者との交流学習 



第３節 地域文化の保全と発展 

 

１ 現状と課題 

    
嶺北には、地域の歴史と風土に育まれ、先人から受け継がれてきたすばらしい文化

があり、地域の個性であり財産でもある貴重な文化の保護、伝承に努めるとともに、

個性豊かな地域文化を創造していくことが求められています。 

 

２ 施策の基本方針 

    
歴史的文化的遺産を保全・伝承するとともに、地域の文化・芸術活動を振興し、さ

らに優れた文化・芸術に接する機会の拡充や文化交流などといった、地域の文化活動

を推進します。 

   また、埋蔵文化財の保護については、一元的な対応ができるよう、関係機関との連

絡・連携を強化し、組織体制の充実のための対策を検討します。 

 

３ 主要施策 

 
○ 地域文化の保護、伝承 

生涯学習やイベントなどの場を通じて地域文化の保護・伝承に努めるとともに、

学童保育の場などにおいてもふるさとを愛する、心豊かな子どもたちを育成する観

点から、地域文化・芸術に触れる機会を増やすように努めます。 

 
○ 歴史的文化遺産の保存、活用 

歴史的文化遺産の適切な保護、保存に努めるとともに、地域活性化のために積極

的な活用を図ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             永渕神楽                            杉の大杉 


